
　

　

 

ほ
ん
の
一
部
分
が
生
き
て
い
る

だ
け
で
す
の
で
、

ダ
メ
ー

ジ
を

与
え
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
全

部
が
枯
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、

紀
元
杉
周
辺
の

遊
歩
道
を
一
部
整
備
す
る
こ
と

と
し
、

遊
歩
道
上
部
の
危
険
な

枝
は
可
能
な
範
囲
で
除
去
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
白
谷
雲
水
峡
の
七
本
杉
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
樹
勢
は
ほ
ぼ
健

全
で
す
が
、

登
山
道
沿
い
に
あ

る
た
め
、

登
山
者
の
増
加
に
と

も
な
い
、

露
出
し
た
根
系
や
土

壌
の
踏
圧
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、

踏
圧
の
負
荷
を
和

ら
げ
る
た
め
の
植
生
保
護
施
設

や
、

周
回
路
の
整
備
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の

際
、

環
境
へ
の
負
荷
軽
減
と
と

も
に
ヤ
ク
ス
ギ
の
生
命
力
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

整

備
に
は
特
に
配
慮
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、

く
ぐ
り
杉
や
二
代

大
杉
周
辺
で
の
既
存
施
設
の
課

題
や
、

見
学
者
増
加
に
伴
う
樹

保
全
セ
ン
タ
ー

の
人
の
動
き

体
等
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
さ

せ
る
た
め
の
改
修
整
備
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、

検
討
会
に
先
立
ち
、

こ
れ
か
ら
登
山
シ
ー

ズ
ン
を
迎

え
登
山
者
も
多
く
な
る
ヤ
ク
ス

ギ
ラ
ン
ド
内
で
、

枯
損
木
や
倒

木
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
、

老
朽

化
し
て
い
る
施
設
の
確
認
を
、

環
境
省
屋
久
島
自
然
保
護
官
事

務
所
と
合
同
で
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、

国
民
の
憩
い
の
森

と
し
て
安
全
に
利
用
い
た
だ
く

た
め
に
、

自
然
休
養
林
内
の
整

備
を
適
切
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

オキナワチドリ
（ラン科）

　
九
州
南
部
か
ら
沖
縄
に
分
布

す
る
多
年
草
。

海
岸
の
岩
の
割

れ
目
や
草
む
ら
に
生
育
す
る
。

高
さ
約
十
㎝
の
茎
の
先
端
に
淡

紅
紫
色
で
紅
紫
色
の
斑
点
の
あ

る
花
を
数
個
付
け
る
。

葉
は
長

楕
円
形
で
茎
の
下
部
に
二
～

三

枚
ロ
ゼ
ッ

ト
状
に
付
く
。

　
花
期
三
～

四
月
。

屋久島の植物

屋久島生態系モニタリング

☆
四
月
一
日
付
け
転
入

○
所
長

　
猪
島
　
浩
晴
（

九
州
森
林
管

　
理
局
総
務
課
広
報
主
任
官

)

☆
四
月
一
日
付
け
転
出

○
環
境
省
九
州
地
方
環
境
事
務

　
所
国
立
公
園
･
保
全
整
備
課

　
自
然
再
生
企
画
官

　
塚
本
　
徹
（

所
長
）

※
三
年
間
、

大
変
お
世
話
に
な

　
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

　
い
た
し
ま
す
。

熊

本

市

で

地

杉

セ

ミ

ナ

ー

を

開

催

　
三
月
二
四
日
、

関
係
者
が
一

体
と
な
っ

て
地
杉
の
普
及
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
「

屋
久
島
の

杉
で
つ
く
る
家
の
協
議
会
」

主

催
に
よ
る
、
「

屋
久
島
の
地
杉

で
家
を
建
て
る
セ
ミ
ナ
ー
」

が

熊
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
屋
久
島
か
ら
は
、

協
議
会
メ

ン
バ
ー

で
あ
る
山
部
流
域
管
理

調

整

官
（

屋

久

島

森

林

管

理

署
）

、

川

崎

林

務

水

産

係

長

（

屋
久
島
町
役
場
）
、

浦
田
事

務

局

長
（

屋

久

島

大

屋

根

の

会
）

が
屋
久
島
地
杉
の
特
徴
等

に
つ
い
て
講
演
及
び
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た

。
参
加
者
か

ら
の
感
想
で
は

、

「
屋
久
島
地

杉
の
特
徴
等

、
屋
久
島
に
つ
い

屋久島西部の植生垂直分布調査
（平成２１年度調査）

＊標高200mプロットの植生
 ﾌﾟﾛｯﾄの局所地形は山腹下部の平衡斜面で､平均斜面方位は北西向
きである｡この付近は樹木の生長のよい照葉樹林になっていて､付近
にはﾏﾃﾊﾞｼｲやｳﾊﾞﾒｶﾞｼの大径木や株立木などが見られる｡なお､ﾔｸｼｶ
やﾔｸｻﾞﾙの生息数が多く､ﾔｸｼｶの摂食によって下層植生が単純化し
ている｡
[高木層]ﾏﾃﾊﾞｼｲ･ｻｶｷが最も多く､ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉ
ｷ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅや､個体数は少ないがﾌｶﾉｷ･ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ･ｱﾃﾞｸが
生育している｡出現する樹種が多く､植被率も高い｡なお､外来種のｱﾌﾞﾗ
ｷﾞﾘが1本生育しているが､亜高木層以下での生育は確認されていな
い｡[亜高木層]ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ｻｻﾞﾝｶ･ｻｶｷ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ﾋｻｶｷ･ﾏ
ﾃﾊﾞｼｲが生育し､個体数は少ないがｱﾃﾞｸ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ等も出現する｡[低
木層]ﾋｻｶｷが最も多く､ｻｻﾞﾝｶ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ等が混
生している｡以前多く見られたﾎﾞﾁｮｳｼﾞはﾔｸｼｶの摂食により１本に減少
した｡植被率は低い｡[草本層]ほとんどの小ﾌﾟﾛｯﾄに出現しているもの
は､ｻｻﾞﾝｶ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ｼﾗﾀﾏｶｽﾞﾗ･ﾎｿﾊﾞｶﾅﾜﾗﾋﾞ・ｾﾝﾘｮｳ･ｶﾂﾓｳｲﾉﾃﾞであ
る｡[群集および標徴種]ﾏﾃﾊﾞｼｲ-ﾋｻｶｷ群集と認められる｡また､特徴
的な樹種(標徴種)は､亜熱帯性のﾌｶﾉｷ･ﾎﾞﾁｮｳｼﾞ・ｱﾃﾞｸをあげることが
できる｡[前回(平成16年度)との比較]階層ごとの優占種､樹高､植被率
の変化を見ると､前回からの変化は見られないが､亜高木層だったﾓｸﾀ
ﾁﾊﾞﾅ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷなどが高木層へと成長し､その影響でﾏﾃﾊﾞｼｲ
やｻｸﾗﾂﾂｼﾞ､ﾌｶﾉｷなどの亜高木層が被圧されてきた｡また､前回低木
層だったﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅの多くが成長して亜高木層へと移行し､草本層
だったﾋｻｶｷやｱﾃﾞｸが低木層へと移行している｡ただし､下層植生の構
成種がﾔｸｼｶ嗜好種から非嗜好種に変化していた｡

て
興
味
深

い
話
し
を

聞
く
こ
と

が

で

き

た

。

」
、

「
屋
久
島

に

是

非

行

っ
て
み

た
い

。

」

等
大
変
好

評
を
頂
き

ま
し
た

。

屋

久

島

自

然

休

養

林

検

討

会

＆

ヤ

ク

ス

ギ

ラ

ン

ド

で

の

危

険

木

点

検

の

実

施

　
三
月
一
四
日
、

屋
久
島
自
然

休
養
林
（

荒
川
地
区
及
び
白
谷

地
区
）

の
今
後
の
利
活
用
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
、

行
政
機

関
及
び
有
識
者
、

地
元
ガ
イ
ド

の
方
々
と
と
も
に
、
「

休
養
林

の
適
切
な
管
理
と
保
全
に
関
す

る
検
討
会
」
（

バ
ッ

ク
№
二
〇

〇
号
紹
介
）

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、

平
成
二
二
年
度
に

森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

で
調

査
を
委
託
し
た
著
名
な
ヤ
ク
ス

ギ
の
診
断
結
果
に
基
づ
き
、

紀

元
杉
や
七
本
杉
周
辺
の
施
設
整

備
の
検
討
、

遊
歩
道
の
整
備
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　
紀
元
杉
は
安
房
林
道
沿
い
に

存
在
す
る
ヤ
ク
ス
ギ
で
、

最
も

間
近
で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

観
光
客
の
人
気
ス
ポ
ッ

ト
と
し

て
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、

推
定
樹

齢
三
千
年
の
古
老
木
で
あ
る
た

め
、

主
幹
、

根
株
根
系
の
ほ
と

ん
ど
は
腐
朽
が
進
ん
で
お
り
、
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ヤクスギランドでの危険木調査



屋
久
島
レ
ク
森
保
護
管
理
協
議
会

総

会

（
三

月

期

）
の

開

催

三
月
二
八
日
、
屋
久
島
離
島
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
屋
久
島

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
保
護
管
理

協
議
会
の
三
月
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
二
四
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
、
規
則
等
の
改

正
に
つ
い
て
協
議
し
、
提
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
休

養
林
（
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
・
白
谷
雲

水
峡
）
の
利
用
状
況
や
長
期
収
支
見

通
し
の
報
告
が
あ
り
、
管
理
運
営
が

順
調
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
二
三
年
度
事
業
実
績

及
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
七
月
期
総

会
で
承
認
さ
れ
た
後
公
表
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

レ
ク
森
散
策
用
新
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

白
谷
雲
水
峡
・
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド

の
両
方
を
利
用
さ
れ
、
環
境
保
全
協

力
金
を
拠
出
し
て
い
た
だ
い
た
方
を

対
象
に
、
新
た
に
写
真
の
よ
う
な
手

の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
折
り
た
た
み
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
カ
ラ

フ
ル
で
分
か
り
易
い
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
下
さ

い
。

屋

久

島

国

立

公

園

独

立

屋
久
島
の
国
立
公
園
地
域
と
口
永

良
部
島
の
全
域
が
、
霧
島
屋
久
国
立

公
園
か
ら
分
離
し
、
新
た
に
「
屋
久

島
国
立
公
園
」
と
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
（
三
月
二

〇
日
）
地
元
議
員
、
関
係
行
政
機
関
、

観
光
業
界
等
が
出
席
の
下
、
記
念
セ

レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

屋
久
島
国
立
公
園
の
独
立
は
、
地

域
の
活
性
化
等
へ
繋
が
る
き
っ
か
け

で
あ
る
と
同
時
に
、
か
け
が
え
の
な

い
屋
久
島
の
自
然
を
未
来
へ
引
き
継

ぐ
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
い
責

務
を
背
負
う
こ
と
に
な
っ
た
と
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。

関
係
各
機
関
に
お
い
て
は
、
今
後

も
生
態
系
維
持
回
復
事
業
計
画
や
新

た
な
世
界
遺
産
地
域
管
理
計
画
に
基

づ
き
、
ヤ
ク
シ
カ
対
策
等
の
生
態
系

の
維
持
又
は
回
復
を
図
る
た
め
の
事

業
や
、
世
界
遺
産
地
域
等
の
保
全
を

図
る
た
め
の
各
種
施
策
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ヤ
ク
シ
カ
好
き
嫌
い
図
鑑
の
完
成

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
近
年
全
国
各
地
に

て
、
そ
の
生
息
数
増
加
に
伴
う
食
害

に
よ
り
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ

し
、
こ
こ
屋
久
島
も
同
様
の
状
況
に

あ
り
ま
す
。
屋
久
島
は
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
亜
種
ヤ
ク
シ
カ
が
生
息
し
て
お

り
、
西
部
林
道
等
で
は
、
同
じ
在
来

の
哺
乳
類
ヤ
ク
ザ
ル
と
と
も
に
過
ご

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
、
一
見
の
ど

か
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
実
態
は
、
か
つ
て

の
生
息
数
よ
り
は
る
か
に
増
加
し
た

生
息
密
度
と
な
っ
て
お
り
、
天
然
林

や
人
工
林
等
の
森
林
域
で
は
、
下
層

植
生
へ
過
度
の
採
食
圧
を
か
け
、
ま

た
、
樹
皮
の
剥
皮
や
角
研
ぎ
に
よ
り

樹
勢
を
衰
え
さ
せ
ま
す
。
更
に
進
む

と
、
樹
木
の
病
害
虫
や
気
象
害
へ
の

抵
抗
力
が
低
下
し
て
衰
弱
・
枯
損
す

る
可
能
性
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

・
・
・
（
中
略
）

遺
産
地
域
の
価
値
を
将
来
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
生
息
密
度

や
植
生
の
回
復
状
況
等
を
常
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
な
が
ら
、
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
植
生
保
護
柵
の
設
置
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
等
を
実
施
す
る
等
順
応
的

管
理
の
下
で
、
適
正
な
頭
数
管
理
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
回
シ
カ

害
対
策
の
一
助
と
す
る
た
め
、
「
ヤ

ク
シ
カ
好
き
嫌
い
植
物
図
鑑
」
を
屋

久
島
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
が
独

自
に
作
成
し
ま

し
た
。
ヤ
ク
シ

カ
が
好
き
な
植

物
、
嫌
い
な
植

物
を
既
存
の
文

献
の
ほ
か
各
地

に
お
け
る
情
報

等
を
参
考
に
、

現
時
点
で
確
か

ら
し
い
情
報
と

し
て
と
り
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

（
中
略
、
以
上

ま
え
が
き
よ
り

抜
粋
）

こ
の
図
鑑
は
、
解
説
編
と
図
鑑
編

に
分
か
れ
て
お
り
、
携
帯
に
便
利
な

よ
う
に
編
集
し
て
い
ま
す
が
、
当
面

の
間
、
屋
久
島
森
林
管
理
署
で
取
り

組
む
シ
カ
対
策
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

『洋上アルプス№２０５号裏面』屋久島森林環境保全センター

《

ホ
オ
ジ
ロ
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

》

日
本
で
確
認
さ
れ
て
い
る
ハ
ク

セ
キ
レ
イ
６
亜
種
の
う
ち
の
ひ
と

つ
。
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
亜
種

ハ
ク
セ
キ
レ
イ
と
は
、
顔
全
体
が

白
い
こ
と
で
、
容
易
に
区
別
が
で

き
ま
す
。

屋
久
島
に
は
旅
鳥
と
し
て
渡
来

し
、
主
に
耕
作
地
等
の
開
け
た
環

境
で
観
察
で
き
ま
す
。
春
の
渡
り

に
当
た
る
３
～
５
月
、
ハ
ク
セ
キ

レ
イ
の
群
れ
を
見
つ
け
た
ら
、
周

り
と
は
少
し
違
っ
た
こ
の
子
が
混

じ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

屋久島の野鳥 新コーナー！


